
区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

東
海
北
陸
自
動
車
道

道
路
の
区
域

一
宮
市
大
和
町
北
高
井
字
千
束
二
五
番
一
か
ら
同
市
大
和
町
苅
安
賀
字

川
原
一
番
二
ま
で

前

最
大
最
小

五
七
四
三
〇

四
一
八

後

最
大
最
小

五
五
二
二
七

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

九
州
縦
貫
自
動
車
道
鹿
児
島
線
宮
崎
線

道
路
の
区
域

熊
本
県
八
代
郡
氷
川
町
早
尾
字
山
口
一
〇
二
四
番

前

最
大
最
小

二
三
二

二
一
七

一
五

後

最
大
最
小

二
三
四

二
一
七

平成™›年˜月˜š日 金曜日 第œ�˜�号官 報

五
二
九
、
字
湯
立
沢
五
三
二
、
字
小
品
沢
五
三
三
、

字
大
若
沢
五
三
四
の
一
、
五
三
四
の
二
、
五
三
五
、

字
上
山
五
六
五
の
一
、
五
六
六
の
一
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）、
五
六
六
の
四
か
ら
五
六
六
の
六

ま
で
、
字
鎌
倉
沢
五
六
七
の
一
、
五
六
七
の
三
、
字

狢
沢
五
六
八
、
五
六
九
、
字
学
沢
五
七
〇
の
一
、
五

七
〇
の
三
か
ら
五
七
〇
の
五
ま
で
、
五
七
一
の
一
か

ら
五
七
一
の
三
ま
で
、
字
新
兵
衛
山
五
七
二
の
一
、

五
七
二
の
三
、
五
七
二
の
四
、
秩
父
郡
横
瀬
町
大
字

芦
ヶ
久
保
字
桑
木
入
一
五
〇
四
の
一
・
一
五
〇
四
の

二
・
字
山
神
沢
一
五
〇
五
・
一
五
〇
六
の
一
（
以
上

四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一

五
〇
六
の
二
、
一
五
〇
七
か
ら
一
五
一
〇
ま
で
、
字

水
ナ
シ
一
五
一
一
か
ら
一
五
一
五
ま
で
、
字
牛
ハ
ミ

ガ
ラ
ン
一
五
一
六
か
ら
一
五
一
九
ま
で
、
字
牛
ハ
ミ

大
平
一
五
二
〇
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

字
牛
ハ
ミ
屋
敷
入
一
五
二
一
、
一
五
二
二
、
字
牛
ハ

ミ
ゴ
ウ
ロ
一
五
二
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
一
五
二
四
の
一
、
一
五
二
四
の
五
か
ら
一
五

二
四
の
八
ま
で
、
一
五
二
四
の
一
〇
、
一
五
二
四
の

一
一
、
一
五
二
四
の
一
三
か
ら
一
五
二
四
の
一
九
ま

で
、
字
大
沢
一
五
四
〇
の
一
か
ら
一
五
四
〇
の
三
ま

で
、
一
五
四
一
、
字
イ
タ
ト
ツ
パ
一
五
四
二
、
一
五

四
三
、
一
五
四
六
、
字
マ
サ
イ
滝
平
一
五
四
七
か
ら

一
五
五
四
ま
で
、
字
ヤ
ケ
山
一
五
五
五
か
ら
一
五
五

八
ま
で
、
字
ガ
ツ
ケ
ノ
沢
一
五
六
四
の
一
二

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん

養

`

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
^

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

埼
玉
県
秩
父
郡
横
瀬
町
大
字
芦
ヶ
久
保
字
イ
タ

ト
ツ
パ
一
五
四
四
、
一
五
四
五

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

`

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
埼
玉
県
庁
並
び
に
秩
父
市
役
所

及
び
横
瀬
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
環
境
省
告
示
第
三
号

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
環
境
省
令
第
三

十
三
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
ホ
の
規
定
に
基
づ
き
、
雨
水
そ
の
他
の
水
が
浸
入
し
た
場
合
に
溶
出
す
る
事
故

由
来
放
射
性
物
質
の
量
が
少
な
い
特
定
廃
棄
物
の
要
件
等
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日

環
境
大
臣

細
野

志

雨
水
そ
の
他
の
水
が
浸
入
し
た
場
合
に
溶
出
す
る
事
故
由
来
放
射
性
物
質
の
量
が
少
な
い
特
定
廃
棄
物
の
要
件

等

（
雨
水
そ
の
他
の
水
が
浸
入
し
た
場
合
に
溶
出
す
る
事
故
由
来
放
射
性
物
質
の
量
が
少
な
い
特
定
廃
棄
物
の
要
件
）

第
一
条

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り

放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い

う
。）第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
ホ
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
要
件
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｋ
〇
〇
五
八
e

一
に
定
め
る

方
法
に
よ
り
作
成
し
た
当
該
特
定
廃
棄
物
に
係
る
検
液
に
つ
い
て
、別
表
に
掲
げ
る
機
器
を
用
い
て
測
定
し
た
結
果
、

セ
シ
ウ
ム
百
三
十
七
に
つ
い
て
の
放
射
能
濃
度
が
百
五
十
ベ
ク
レ
ル
毎
リ
ッ
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
十
二
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
十
三
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
十
四
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
九

日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十

号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
5
0
7
2号

船
首
方
位
伝
達
装

置
Ｊ
Ｌ
Ｒ
`
2
1
`
Ｔ
Ｈ
日
本
無
線
株
式
会
社
東
京
都
三
鷹
市
下
連
雀
五
丁
目

１
番
１
号

第
5
0
7
3号

第
一
種
衛
星
航
法

装
置

Ｊ
Ｌ
Ｒ
`
2
1
`
Ｇ
Ｈ
〃

〃

第
5
0
7
4号

船
首
方
位
伝
達
装

置
Ｊ
Ｌ
Ｒ
`
3
1
`
Ｔ
Ｈ
〃

〃

第
5
0
7
5号

第
一
種
衛
星
航
法

装
置

Ｊ
Ｌ
Ｒ
`
3
1
`
Ｇ
Ｈ
〃

〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
十
五
号

次
の
型
式
に
係
る
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
型
式
承
認
は
、

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三

年
十
一
月
三
十
日
付
け
を
も
っ
て
失
効
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｆ
`
3
0
8号

火
災
の
危
険
の
少

な
い
家
具（
椅
子
）

M
o
d
e
l

4
5
0
0

天
龍
工
業
株
式
会
社
富
山
県
富
山
市
婦
中
町
道
場
１

番
地
３

第
Ｆ
`
3
0
9号

〃
Ｄ
5
0
0
`
6
2
5Ｐ
Ｒ

〃
〃

第
Ｆ
`
3
1
0号

〃
Ｌ
Ｂ
`
0
1
0
1

〃
〃
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